式辞（大場校舎）

春の訪れを感じる穏やかなこの日、たった一年間ですが、皆さんの学びと成長を見守ってきた真新しい大場校舎が、皆さんの門出を祝うかのように静かに佇み、新しい未来へと送り出そうとしています。

今日の佳き日に、石川県立いしかわ特別支援学校第二十回卒業証書授与式を、こんなにもたくさんの皆様とともに、晴れやかに挙行できますことに、教職員一同この上ない喜びを感じております。

保護者ならびにご家族の皆様、施設の皆様、お子様のご卒業、誠におめでとうございます。障害のある子供を産み育て、本校で学ぶことを選択された日から今日にいたるまで、お子様との様々な出来事がしみじみと思い出され、感慨もひとしおのことと思います。保護者の皆様の深い愛情と、これまでの並々ならぬご苦労に敬意を表すとともに、学校への多大なるご支援やご協力に深く感謝申し上げます。本当にありがとうございました。

また、本日ご多用の中、卒業生の門出のお祝いにご臨席賜りましたご来賓の皆様、金沢向陽高校の辻校長先生をはじめ教職員の皆様、福祉事業所等の皆様には、日頃から温かいまなざしで見守りくださり、時には彼らの学びを深めるために手を差し伸べてくださり、そして、心温まる言葉をかけてくださったこと、心より深くお礼申し上げます。

さて、卒業生の皆さんは、令和５年４月に入学し森本校舎で学びをスタートさせました。皆さんに求められたのは、知的障害教育による学習に加え、金沢向陽高校の生徒の皆さんとのインクルーシブ教育による学習活動でした。離れた二つの学校を行き来しながら、向陽高校の生徒との交流をゆっくりと深めてきました。両校の先生方は、不安を抱えながら、障害のある生徒と障害のない生徒との合同授業や交流行事を、手探りで進めていたのを覚えています。

中学校での辛い経験から大場校舎で学ぶことに不安を感じていた生徒、差別があるのではないかと心配する保護者、誰もが漠然とした不安を抱えながら、大場校舎が完成し、本格的にインクルーシブ教育がスタートしました。

ここで一つのエピソードを紹介します。重度と言われる生徒数十名と、金沢向陽高校の生徒数名がボッチャによる交流授業を行いました。高等部の先生方は、両校生徒の人数のアンバランスさに、交流にならなかったのではないかと不安をもらしました。その時、辻校長先生が、そんな不安を打ち消しました。「向陽の生徒の一人が、これまで軽度と言われる生徒と交流をしてきたが、重度と言われる生徒とボッチャを楽しむ活動を通じて、障害理解が深まったと感想をもったのです。そして、その生徒は、特別支援学校の先生になりたいという夢を抱いたのです」と教えてくれました。

これが皆さんの持っている力なのです。障害のない人や地域社会を変えることができる力なのです。この力は、高等部の３年間で、自ら考え、自分なりに意見を表明し、失敗しても間違えても、試行錯誤しながら粘り強く答えを見つけ出そうとすることで、身に付つけた力なのです。
皆さんは、障害の軽い重いに関係なく、社会を変える大きな力を身に付けたのです。皆さん一人一人の存在とこの力は、共生社会を実現するための光となります。さあ、社会に出て、その力を思う存分発揮してください。

卒業生の皆さんが、社会を照らす光を放ちながら、力強く一歩ずつ歩まれることを祈念して式辞とします。

君たちは、平成１８年、本校の開校と当時に始まった物語の第１章を、二十年目にして完結さてくれました。ありがとう。この物語の第２章は、在校生の皆さんに委ねます。

令和八年三月十三日
石川県立いしかわ特別支援学校長　　
杉江　哲治

